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【手続補正書】
【提出日】平成22年5月26日(2010.5.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　外部の圧力に対応して所定のイネーブル信号を出力するタッチパネルと、外部の光に反
応して、光の提供された位置情報を有する所定の電気的信号を発生させる光感知部を含む
表示パネルと、
　前記イネーブル信号が入力される場合、前記電気的信号に対応する画像を前記表示パネ
ルに形成するパネル駆動部とを含むことを特徴とするディスプレイ装置。
【請求項２】
　前記表示パネルは多数の画素を含み、
　前記画素は、複数の画素を形成するゲート線及びデータ線と、前記ゲート線及び前記デ
ータ線に接続されている薄膜トランジスタと、前記薄膜トランジスタに接続されている画
素電極と、保持容量を形成する保持電極とを含むことを特徴とする請求項１に記載のディ
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スプレイ装置。
【請求項３】
　前記光感知部は、光によって駆動されるスイッチング素子と、前記スイッチング素子に
接続されて前記ゲート線と並んでいる第１の信号線と、前記データ線と並んでいる第２の
信号線とを含むことを特徴とする請求項２に記載のディスプレイ装置。
【請求項４】
　前記タッチパネルは、第１のレベルの電位が印加されている第１のパネルと、第２のレ
ベルの電位が印加されている第２のパネルとを含むことを特徴とする請求項１～３のいず
れか一項に記載のディスプレイ装置。
【請求項５】
　前記第１のレベルの電位が印加されている第１のパネルと、前記第２のレベルの電位が
印加されている第２のパネルのうちのいずれか一つは、接地端に接続されていることを特
徴とする請求項４に記載のディスプレイ装置。
【請求項６】
　前記光は赤外線であることを特徴とする請求項１～５のいずれか一項に記載のディスプ
レイ装置。
【請求項７】
　前記赤外線を出射するライトペンをさらに含むことを特徴とする請求項６に記載のディ
スプレイ装置。
【請求項８】
　前記表示パネルは、前記画素が形成されている第１の基板及び第２の基板と、そして前
記第１の基板と前記第２の基板との間に形成されている液晶層とを含むことを特徴とする
請求項１～７のいずれか一項に記載のディスプレイ装置。
【請求項９】
　前記表示パネルは、前記画素上に形成されている発光層をさらに含むことを特徴とする
請求項１～８のいずれか一項に記載のディスプレイ装置。
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